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■日 時 令和８年１月27日（火） 午後２時～４時 

■場 所 立川市役所208・209会議室 

■出席者 （敬称略） 

［立川市地域包括支援センター運営協議会委員］ 

学識経験者 宮本 直樹（会長） 

学識経験者                    岡垣 豊（副会長） 

医療従事者                    中村 伸 

民生委員児童委員                 三上 裕司 

第１号被保険者代表                          斎藤 正雄 

第２号被保険者代表                高山 亮 

介護サービス利用者代表              室橋 三郎 

         介護サービス事業従事者                 石井 光太郎 

      ［地域包括支援センター職員］ 

ふじみ地域包括支援センター              安藤 徹、小林 理哉 

はごろも地域包括支援センター                       岡村 深鈴 

        たかまつ地域包括支援センター                       森田 敬子 

        わかば地域包括支援センター               川野 智美 

        さいわい地域包括支援センター                     水村 安代 

        かみすな地域包括支援センター          茶野 真由美 

     ［福祉相談センター職員］ 

        にしき福祉相談センター             松田 光子 

        かみすな福祉相談センター            井上 千花子 

        にしすな福祉相談センター              大西 聖子 

     「社会福祉協議会」 

        地域活動推進課長                 枝村 珠衣 

［市職員］ 

福祉部長                      佐藤 岳之 

地域福祉課長                   西上 大助 

介護保険課長                        横田 昌彦 

高齢政策課長                   村上 満生 

高齢政策課業務係長                                   高水 万理 

 高齢政策課在宅支援係長                               石垣 裕美 

高齢政策課介護予防推進係長                 沖本 弘毅 

高齢政策課認知症対策係長 丸山 清孝 

高齢政策課在宅支援係    吉田 章子、黒瀬 里沙、佐久間 早紀、吉川 隆久
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高齢政策課長  定刻となりましたので、地域包括支援センター運営協議会を始

めさせていただきたいと思います。 

 今日は保健医療部長が出張で欠席となりますので、代わりに

私、高齢政策課長のほうから一言ご挨拶をさせていただきます。 

 今日は比較的穏やかな天気なんですけれども、ここ３日、４日

くらいすごい寒い日が続いていますので、防寒対策をしっかりし

てお仕事をしていただければ、私も年末ちょっとインフルエンザ

にかかりまして、休みに入ったと思ったらインフルエンザになっ

て本当に大変な思いをしましたので、10年ぶりくらいか、かかり

ましたけれども、体中痛くて大変でしたので、特に最近かかって

ない方も気をつけていただきたいと思います。 

 今回、民生委員の方が改選になりましたので、Ａ様に委嘱状を

お渡ししたいと思いますので、これからお渡しに行きます。 

 委嘱状 Ａ様。 

 立川市地域包括支援センター運営協議会委員を委嘱します。 

 令和７年12月１日、立川市長、酒井大史。 

 Ａ様には委員になられたところで、一言ご挨拶をいただきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

Ａ委員  皆さん、こんにちは。このたび民生児童委員のほうから代表

で、立川市地域包括支援センター運営協議会のほうに参加させて

いただくようになりましたＡと申します。まだまだ全く分からな

い状況で、事務局のほうからいろいろお話を聞きましてちょっと

頭が真白になってしまったんですけれども、しっかりついていけ

るように頑張っていきたいと思いますので、どうかよろしくお願

いします。（拍手） 

高齢政策課長  引き続き会議の進行を会長にお願いしたいと思います。よろし

くお願いします。 

会長  改めましてこんにちは。お寒い中お集りをいただきましてあり

がとうございます。年が明けましたが、今年もどうぞよろしくお

願い申し上げます。 

 今日も、早速次第にのっとって進めてまいりたいと思います

が、まず、初めに本日の協議会の成立状況の確認でございます。 

 ９名の委員の方のうち８名が出席でございますので、本運営協

議会は成立をいたしております。 

 それでは、次第の１番は終わっていますので、２番ですね、議
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事録の確認でございます。 

 事務局から、説明はございますでしょうか。 

事務局  本日もよろしくお願いいたします。 

 資料１をご用意ください。令和７年度第４回立川市地域包括支

援センター運営協議会議事録でございます。内容につきましては

事前に確認いただいていますので、もしこの場で変更等あればお

っしゃっていただきまして、なければ、このままホームページに

上げたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

会長  委員の皆さん、またセンター長の皆さん、何かありますでしょ

うか。 

 よろしいですか。それでは、この議事録は確定とさせていただ

きます。ありがとうございました。 

 次第の３番、報告事項に移ります。 

 （１）地域包括支援センター運営事業について、お願いいたし

ます。 

事務局  続きまして、資料２をご用意ください。 

 令和７年度地域包括支援センター運営事業（報告）です。前回

の協議会にて、委員の皆様にご意見をいただきまして、地域包括

支援センター、福祉相談センター長会議の中で、改めて検討いた

しましたので、ご報告をさせていただきます。 

 １番の課題についての部分は、前回と同じ内容となっておりま

す。 

 ２番以降検討した内容になりますので、簡単に説明をさせてい

ただきます。 

 まず、（１）「会議体の整理が必要である」ということに関し

ましては、従来の会議体の内容を見直しまして、開催目的が重複

したり、その会議の役目を終えたと判断しました「庁内虐待担当

者連絡会」「センター長のまど」を廃止することにいたしまし

た。 

 また、センター長の協議会に対する出席、発言等についてご意

見をいただきましたので、協議会の前にセンター長が打合せをす

る機会を設けるということで、本日も開催前に集まっていただき

まして打合せを済ませております。 

 （２）「センター職員の業務タイムスタディの実施」につい
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て、こちらについては左記のとおり、項目を決めて、令和８年１

月５日から13日、１週間だけ試行的に実施しました。この１週間

実施をしたことによって、「その他の項目」が非常に多かったと

いう課題が見つかりまして、改めてチェック項目を再考して、２

月からひとまず一月間、調査を実施することにしております。今

のところセンター長のみと考えておりまして、こちらの調査結果

につきましては３月の協議会で報告をしたいと考えているところ

です。 

 （３）「センター業務のＤＸ化の検討」ですが、委員からもな

かなか福祉業界においてＤＸ化するのは難しいというご意見をい

ただきながらも、少しでも効率化が図れるように検討いたしまし

た。ＤＸ化に強いセンターの職員もいますので、その者でプロジ

ェクトチームを結成して検討するかという意見もありましたが、

現時点では各センターが行っているＤＸ化、例えば副会長からも

ご意見がありましたけれども、ＡＩの活用、スケジュール管理、

アプリの導入、予防教室などのチラシ作成についてアプリを活用

するなど既に取り入れているセンターがありますので、こういっ

たところを共有するところから始めることといたします。 

 また、地域包括支援センター支援システム（ワイズマン）を使

っておりますが、こちらにケアプラン作成時に役立てられる仕組

みがあるということが分かりましたので、導入可能かどうか検討

を行うということで協議を行いました。 

 次に、（４）「人材確保、定着に関する検討」こちらについて

は、これで人材確保ができますとか、人材が定着するというよう

な具体的な提案がなかなか難しいところではありますが、令和７

年12月末の段階では各センターとも委託仕様書の人員配置は満た

せている状況になっております。こちらに関しては後ほどまた報

告事項がありますので、よろしくお願いいたします。 

 （５）「身寄りのない高齢者に対する新たな施策の検討」とい

うことで、厚生労働省でも「持続可能な権利擁護支援モデル事

業」について検討が行われておりまして、立川市でも成年後見制

度利用促進計画２期計画の中でも第３の権利擁護支援の仕組みに

ついて検討を行うとさせていただいているところです。国の政策

転換によりまして、国のモデル事業が令和７年度をもって終了す

ることになりました。以後、立川市ならではの仕組みについてど
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のような仕組みができるかということの検討を続けてまいりたい

と思っております。 

 それから、高齢者等終身サポート事業者について、これは身元

保証サービス事業者のことですけれども、こちらについても大き

な動きがありまして、秋に事業者協会、事業者協議会が立ち上が

りまして、独自のいろいろなチェック機能といいますか、そのよ

うなことも考えて運営をしているようですので、こちらも注視し

てまいりたいと考えています。 

 （６）「Ａｙａｍｕを活用したケアマネジャー受託状況の確

認」についてということで、既にさいわいエリアではセンターが

中心となって、居宅介護支援事業所の受託状況について、Ａｙａ

ｍｕで共有しているという報告もありましたが、その後の検討で

全ての事業所がＡｙａｍｕに登録をしている状況ではないという

こともありまして、できましたら、介護保険課が現在行っていま

す「市内施設空床情報」と同じように介護保険課で取りまとめを

お願いできないかという意見が出されております。これにつきま

しては、後ほど介護保険課長にもご相談したいと思っているとこ

ろです。 

 最後に、（７）「協議会への出席」ですが、今まではセンター

長の出席を原則としておりましたが、任意とするということにい

たしました。今回の１週間の業務スタディの調査においても、セ

ンター長の業務内容は幅広く、非常に時間がかかっているところ

もありますので、協議会への出席ももちろん大事な業務ではあり

ますが、地域活動が最優先と考えますので、その場合にはやむを

得ず欠席ということも認めていこうということになりました。 

 一旦ここまでのご報告の中で、委員の皆様からのご質問、セン

ター長から何か補足があればお願いします。 

会長  では、ふじみ包括支援センター。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 ふじみ包括支援センターです。 

 特に（２）のところになりますが、業務タイムスタディにつき

ましては、今後も内容等の精査もしていきながら、まずはセンタ

ー長の業務を各センター間で少し見比べながら、何か課題があっ

たりとか共通する解決方法があったりというところを見ていきた

いと思っております。その上で、どのようにマネジメントに時間

が充てられるかというのを今後も検討していきたいと思っており
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ます。 

 また、（３）につきましては、ふじみ包括支援センターは基幹

型ということで、各業務連絡会であったりとか、各研修会等の事

務運営を行っている中でやはり録音機能ですね、ズームであった

り、録音機能を、文字起こししたりとか、ＡＩを使ってまとめて

みたりとかそういう取組を始めてみたいと思っております。 

 ふじみ包括からは以上です。 

事務局  急な話で恐縮ですが、ケアマネジャー受任状況の取りまとめに

ついて、介護保険課長のご意見などをいただけますか？ 

介護保険課長  この話は初めてお伺いしましたので、すみません、この趣旨に

ついて、背景についてご説明を簡単にお願いしてもよろしいでし

ょうか。受託状況を確認するということについての背景につい

て、いま一度お願いできますでしょうか。 

事務局  地域包括支援センター業務の中で、「ケアマネジャーを探す」

という業務が非常に大変であると現状報告を行っています。 

現在は四十幾つある居宅介護支援事業所の名簿の当たりをつけ

て１件ずつ電話をかけて、受任依頼を行っている状況がありま

す。一方で、現在、市内介護施設の空床情報については月に１

回、介護保険課が事業所のファクス情報を集約していただいて、

ホームページに上げていただいていて大変参考になっているの

で、このような形でケアマネジャーの事業所から介護保険課が受

託状況を集約し、ホームページ上で公表してもらえないか。そう

することによって、市民の方、家族の方がケアマネジャーを探す

ときに地域包括支援センターを通じなくても、直接空床情報を見

て、ご自分で電話をかけてアプローチができるということにつな

がるのではないかと考えています。 

介護保険課長  ありがとうございます。 

 その背景として、今ケアマネさんのほうで受け入れが手いっぱ

いな状況があって、なかなか何件か当たっても受けられないとい

うところがあるので、そこのところについて現在受けられますよ

という情報が市のほうで集約できていれば、包括さんのほうで、

労力が軽減されるのではないか、そのような趣旨ということでよ

ろしいのですか。 

事務局  本来、介護サービス利用時にケアマネジャーを探すという作業

は、センターが行うものではなく、サービスを利用し、ケアプラ
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ン作成を依頼したい人が探すものと認識しています。 

Ｂ委員  僕はさいわいエリアで、Ａｙａｍｕでさいわい包括から空き情

報がきますよね、入力しますけれども、ただ、実感、肌感とし

て、あれが依頼につながっているというのはあまりないんです

ね、正直。あれに要介護、要支援、暫定利用の３つ項目があっ

て、受入れ可ですか、不可ですかみたいなのをチェックして返信

するんですよ。でもあれで可としたからといって来るわけでもな

いし、実感はあまりないと言えばないのですけれども、運用して

いるのは包括さんなので、一ケアマネ的には意味があるのか、な

いのか、分からないというのが正直なところ。 

会長  では、さいわい包括支援センターお願いします。 

さいわい地域

包括支援セン

ター 

 さいわい地域包括支援センターです。 

 今Ｂ委員が言われたように、５地区にある居宅介護支援事業所

にＡｙａｍｕで月に１回、要支援・要介護・暫定利用の、空きが

あるか・ないかを確認をさせていただいていますが、職員の異動

で、予防プランがかなり処理できない状況があったところで、直

接電話連絡で居宅介護支援事業所に予防プランの受託はどうでし

ょうか、というふうに確認をさせていただき受けていただけた事

業所が、実は５地区外のところが非常に多かったというのが実際

のところありました。あとは居宅介護支援事業所で新人が入った

ので、今空きがありますみたいな営業があるのですが、それもや

はり５地区外みたいなところがあったりするので、５地区で毎月

毎月空き状況を確認させていただいていますが、周辺エリアのと

ころの情報も、もし一緒に確認ができたら、非常に効率的になる

のではないか・その辺を一括で情報集約できたらなというのは思

っています。 

 あとは、月に１回やっているものの、結構週ごとに空き状況が

変わっているという状況もあるので、この頻度についてもご相談

できたらなというふうに思っているところです。 

 以上です。 

事務局  在宅医療介護連携窓口担当係長から何かありますか。 

認知症対策係

長 

 在宅医療介護連携というところで、利用者が医療、介護につな

がっている方がほとんどですので、人材の確保というのが将来的

に確実に見えている課題でもありますので、いかに効率化するか

という話題が出たところでもあります。 
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 医療機関の空きというのは判断が難しいところがあります。ベ

ッド数とかというのがあるかもしれないのですけれども、空き状

況とかというのは確認をするのは難しいところがあって、包括支

援センターにも医療・介護を含めていろいろな相談が入ります

が、包括支援センターの業務というのはそればかりではないとい

うところもあります。そこをいかに効率化するかというところ

で、初めはＡｙａｍｕということで話題が出たのですが、Ａｙａ

ｍｕは使い勝手が制限されておりますので、これが本当に機能的

なのかどうか、あとは集約するということになると、なかなか運

用面で難しいところがあり、取りまとめて市全体でできたほうが

より効率的なのではないかというところで今回の議題につながっ

たと認識しております。ツールの使い勝手によるかと思います

が、結局こっちの事務作業は軽減されたけれども、こっちの事務

作業が増えたということになってしまうとあまり効果的ではない

ので、その辺は検討する必要があるとは思っています。 

会長  どうぞ、Ｃ委員お願いします。 

Ｃ委員  ちょっとそもそも論になるんですけれども、包括さんの負担が

大きいというのはすごく理解できるんですけれども、ということ

は基本的に最初に認定を受けたときにケアマネを探すときは、要

するに利用者さんや家族が自分でホームページとか情報を集めて

探してほしいということなんですよね。そのためのツールがこの

Ａｙａｍｕで、それを今改造中ということですよね。 

 実際なかなかやはり、私は病院の立場で言うとすごく相談を受

けるのですけれども、どうしても包括さんに振っているところが

実情で、というのも要支援か、要介護になるか分からないという

ところで、立川市ハートページですか、見てもなかなか事業所が

50くらいあって選べないんですよね。近所でと言ってピックアッ

プするんですけれども、なかなか１件１件聞いてもうまく説明で

きないので、やはり包括さんの介入があるとスムーズに移行でき

るなというのがあるんですね。ただ、負担も理解できるので、何

かどこがいいのかというのは正直分からないのですけれども、そ

れで探していくように促していくというのが方針なんですかね。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 大きな方針というか、考え方としては、やはりご本人ないしご

家族が決めていくというところが前提としての情報提供になりま

す。地域包括支援センターもそういったご相談があった際に、で
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はここがいいですよという言い方はどのセンターもしてないと思

いますので、やはり例えばご家族に以前担当していたケアマネジ

ャーの事業所の情報であったりとか、ご近所の方の何かそういう

話とか、よかったみたいな話があると、その事業所というのが、

頭文字が、頭の文字は「あ」がついた気がするんだけれどもみた

いなところから一緒に相談していくというのが現状ですので、そ

ういう一覧表であったりとか、病院であれば、相談員の方々と連

携を取りながら、まずはご本人、ご家族のご希望に添った形でサ

ポートしていただいているというのが現状だと思います。 

Ｃ委員  ありがとうございます。確かに、やはり例えばお父さんの担当

だった人とか、そういうつながりがあるところから引っ張ってき

たりとか、本当に頭文字しか分からないとか、何かの手がかりを

一緒に探したりということは私もしているんですけれども、ちょ

っと仲間のとある包括さんでは以前紹介したら、何でこんなケア

マネさんを紹介したのだとクレームがあったから、それ以来して

いないという人もいたんですけれども、それはちょっと極端だな

と思ったのですけれども、確かに特定のところを紹介するとそう

いうトラブルもあるので、その関係性があるところ以外は幾つか

ご紹介して選んでいただくというのがいいんですけれども、そこ

にはある程度専門家の介在が必要なところが多いので、ちょっと

難しいところかなと思いますけれども、市民の立場から言うと、

自力で探せというのはなかなか難しい。特に高齢夫婦とか、だか

らＡｙａｍｕがもっと充実すればいいなと思います。 

事務局  自分で探すことが出来る方はお願いして、探せない方について

は、センターが案内するのはもちろんやらせていただくのです

が、案内するときに空き状況がシステム上などで確認が出来たら

効率化につながるということです。 

現状は「居宅介護支援事業所一覧名簿」を片手に順番に電話を

掛けている次第です。それこそＤＸ化がこれだけ進んでいる中

で、もうちょっと効率的に情報収集ができないかというところか

らスタートしています。 

 センターでＡｙａｍｕを使っていまして、さいわい包括のエリ

アでは、このような仕組みがスタートしているので、全市的に取

組ができないかと検討をしました。しかし、Ａｙａｍｕへの登録

は、事業所の任意によるものになっており、全事業所が登録して
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いる状況ではありません。 

 一方で、介護保険課で既に取り組んでいる事業があるので、そ

の事業を運用できないかと考えています。現在は、FAXでのやり取

りですが、ロゴフォームの活用もありますので、現状より効率的

になると考えます。 

介護保険課長  今のお話で趣旨は大変よく分かりました。今おっしゃっている

とおり、施設の申込者情報のほうも今FAXでやり取りしているとい

うところがありまして、今後、ロゴフォームなのかどうなのかち

ょっと分からないですけれども、ＤＸ化は確実に多分進んでいく

と思うんです。国が現在進めている介護情報基盤という大きな取

組もありますので、８年度からとすぐ言えないのですけれども、

今後の検討課題ということでさせていただいてよろしいですか。

趣旨としてはすごく分かりますし、あとオンタイムというところ

があって、さっきおっしゃっていたとおり、ケアマネさんって、

今日埋まっていたけれども、明日空くだとか、空いていたけれど

も、明日埋まっているというところもあると思うので、これは現

在のFAXの運用だとなかなか難しいと思いますね。今後一緒に検討

していきたいと思います。 

会長  どうぞ。 

Ｂ委員  話の流れで、つけ加えで２点ほど、先に簡単なほう、ケアマネ

ジャーを探す、Ａｙａｍｕで空き状況とかやるではないですか。

ただ、内実が、実際僕らがやり取りしていることって、受入れ可

だから受けているわけでもないわけだと思いますよ。だって、ケ

ースによって断るではないですか、ケアマネって。こんなケース

はやらないとか、包括さんもそれが分かっているから、僕にはこ

んなケースしかこない。本当なんです、冗談抜きでそうなんです

よ。僕に普通のケースはこないので、Ｂさんだからやってくれる

と思ってという恣意的に働く部分があるんですね。あれが受入れ

可だとか不可とか関係なくというのが１点と、あとこれは根っこ

の話になって申し訳ないですけれども、僕らケアマネのほうはＡ

ｙａｍｕは使わないんですよ、そもそも。ＭＣＳを使うので、２

つある現状がケアマネ的には混乱していて、主任連絡会でも、幹

事会でもＭＣＳにしてもらいたいんです、逆に。使い勝手がいい

ので、非常にいいので。Ａｙａｍｕは、認知症対策係長ね、ちょ

こっと運用面で使いづらいんですよね、あのサイズは。ＭＣＳの
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ほうが実利的で便利で、僕らはふだんだからそれを使って連絡を

取り合っているので、ちょっと根っこの話になって恐縮ですが、

Ａｙａｍｕの運用そのものが、システム業者に申し訳ないですけ

れども、ＭＣＳのほうが全然、医療ともつながりやすいのでいい

のですけれどもという、そこもご検討いただけたら、ケアマネの

仲間内では大変助かるという話になっています。 

事務局  すみません、ＭＣＳはどのようなものかというのを簡単にご説

明いただいてもよろしいですか。 

Ｂ委員  何の略でしたっけ、メディカル何とかかんとかで、要は医療が

主体になってつくってあると思うんですよ。特に訪問診療系が、

訪問看護と、だから立川在宅ケアなんかはそうだと思うんですけ

れども、グループをつくって、主任連絡会とか幹事会とか、だか

ら包括さんなら包括さんとさいわい圏域のグループをつくっちゃ

えば、中のやり取りが簡単にできるので、シンプルなのですごく

分かりいいんですよね。幾らでも添付もできるし、ご案内のもの

も発信できるので、今主任連絡会で各委員会がやっている膨大な

アンケート調査なんかも全部それでやるんですよね。もちろんグ

ーグルフォームも使いますけれども、非常に使い勝手がいい。医

療連携のときに、お医者さんからそれを求められることが非常に

多いんですね、ＭＣＳに入ってくださいと。要するに訪問診療の

先生がグループをつくるので、そこに僕と訪看とヘルパーと関係

のグループができるんですね。そこに日々のやり取りも全部送受

信しているので、という小さなグループを包括のほうにいっぱい

つくっちゃえばいいので、ケアマネが実際それを使っているの

で、Ａｙａｍｕには登録していないけれども、ＭＣＳにはほとん

ど登録してあるので、Ｃ委員も使っているのでは。 

Ｃ委員  私も使っています。 

Ｂ委員  使っていますね。そっちのほうが使い勝手がいいもので、ケア

マネは現状そうなっていますというお話でございます。 

事務局  ありがとうございます。 

 新たなネットワークをつくるというふうになると、私たちも障

壁がありまして、クリアしないといけない問題があるのですが、

今後ちょっとまた検討するようにしていかないとうまくネットワ

ークを組めないのだなというのがよく分かりましたので。 

高齢政策課長  いろいろ貴重なご意見をいただきましたので、それも含めて、
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情報の共有の仕方というのは考えていかなければいけないと思う

ので、現段階で何かこうしますというのはちょっと言えないので

すけれども、それを含めて検討させていただきたいと思います。 

会長  ありがとうございます。具体的な提案をいただきましたので、

費用面とか、セキュリティー面とか、いろいろ確認があると思い

ますが、ＭＣＳ、まだ検討したことがないんですね。検討のほう

をする価値があると思いますので、よろしくお願いいたします。 

 そのほか何かありますか。 

Ｄ委員  私は歯科ですけれども、歯科でかかりつけ歯科医とか持ってな

い新しく患者さんが何で探して来るかというと、やはりネット

で、例えば「立川、歯科」とか、「立川、入れ歯」とか、「立

川、口腔外科」とか、そういうキーワードを入れて、それで検索

して来るパターンって多いんですよね。だから結局、事業所を探

すのでもそういうケースが、立川なり、介護とかケアマネとかそ

ういう検索をして利用者さんは今そういうケースが多い。本当に

新しく探す人はそういうケースが多いんじゃないかと思うので、

そのときにＡｙａｍｕが一番上に載ればまたなるかもしれないで

すけれども、Ａｙａｍｕ自体の存在を全然、一般の方には周知さ

れてないのでということがあるのかなと思います。 

会長  今役所からの情報としては認定結果を郵送する際に、居宅介護

支援事業所一覧を同封している、そこには名称と住所くらいしか

なくて、自分の住所に近いところはどこかなくらいの判断材料し

かない、そういうことですね。だからそのことは変わらないか

ら、Ａｙａｍｕの周知が進まなければ、一般の市民の方が使うと

いうことはあまりつながらないかもしれないということになりま

すかね。包括さんがということだったら、ケアマネさんたちにリ

アルタイムの情報を入力してもらわなければいけないですから、

そこのご協力をいただけるのはどうやらＡｙａｍｕではなくて、

ＭＣＳのほうが近道なのかもしれないという話になってくるんで

すね。そうなんですね、一般の方が検索をかけるんですよね。 

Ｄ委員  これは何割くらいが協力されているんですか、Ａｙａｍｕっ

て。全てが登録している状況ではないということですか。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 ふじみ包括支援センターです。 

 今居宅介護支援事業所の連絡会は96名、登録自体は96名なんで

すけれども、お話が出ているとおり、事業所の名前として登録し
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ているところもあれば、事業所の所属されている方が個人名、個

人アドレスで登録されている場合もあって、ちょっとそこら辺が

もう既に退職されてしまったりとか、事業所が閉鎖してしまって

いるところもあったりするので、精査できないのですけれども、

それくらいの数の登録があります。ただ、見ると基本的に46か所

くらい市内に事業所があるのですけれども、ほぼ全ての事業所

が、95％くらいは登録されていると思います。 

会長  いろいろ問題はありそうでございますけれども、正確な情報を

リアルタイムで出すというのは結構大変なんですね。 

 そのほか何かお気づきのことはありますか。 

Ｂ委員  資料２でいいですか。 

会長  はい、そうです。 

Ｂ委員  ちょっと１個だけ教えてもらいたいんです。 

 これは確認だけれども、タイムスタディのところのことなんで

すけれども、今回１週間やったというのはセンター長さんがやっ

たということ、上のほうに、一般職員のタイムスタディを試行す

るかどうかの検討となっているんですけれども、これは一般職員

向けに試行するのをどうかと悩んでいるのはなぜなんですか。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 現時点、センター長が話していることは、まず、項目の再考が

必要ということで、ほかの特に３職種であったりとか、ほかの職

員の人たちに広げるかどうかまでの議論が到達してないというご

理解でお願いいたします。 

Ｂ委員  センター長さんの例が試金石みたいになっていて、その結果に

よってと、その中の１つ、結局その他が多かったのですというこ

となんですけれども、差し障りない範囲で、その他というのはど

ういう内容だったのですか。 

はごろも地域

包括支援セン

ター 

 その他のところでは認知症の地域支援推進員と兼務されている

方がいらっしゃるので、そこのところと、あと一番大きなのは指

定予防支援事業所でもありますので、予防支援に係るところが多

かったように思います。 

たかまつ地域

包括支援セン

ター 

 たかまつ包括支援センターです。 

 たかまつ包括では新入職員のティーチング等の業務の反映がそ

の他になってしまっていますということも挙げられました。 

わかば地域包

括支援センタ

 わかば包括支援センターです。 

 この期間ではなかったのですが、うちは通年を通して実習生を
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ー 受け入れしているので、実習生の対応というのも入れていただけ

ればなという提案をしていたのと、あと来所相談がないので、そ

れも追加でお願いしようかなと思っています。 

かみすな地域

包括支援セン

ター 

 はごろも包括でお伝えしてくれたように、認知症地域支援推進

業務と予防プランの時間が、かなりの時間数を占めていたので、

そのところでその他が増えています。 

Ｂ委員  要するに今回やった15項目の中に入り切らないくらいいろんな

業務があって、それが全てその他にまとめられていて、本当にや

ろうと思ったらすごい項目が多くなっちゃうという認識でいいん

ですか。 

 ふと見て思い出すと、ミーティングが３個も入っているのは何

ですか。朝ミーティング、夕ミーティング（夕礼）、また夕ミー

ティングというのは。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 これは実際にミーティングの中で、マネジメント、センター長

の役目というのがあったので、１日の朝からの流れというところ

で出した項目でまずやってみようだったので、今ご指摘いただい

たように重なっているところもあるかと思うので、これから再構

築が必要になるかなと思っています。 

Ｂ委員  夕ミーティング（夕礼）のその下の夕ミーティングは別のミー

ティングですね。 

事務局  すみません、これは記載ミスです。 

Ｂ委員  記載ミスなんですね、ありがとうございます。 

会長  そのほかいかがでしょうか。 

 よろしいでしょうか。客観的に見ていただくといろんな気づき

がありますので、ぜひこれまた検討を進める中で取り入れていっ

ていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。ありが

とうございます。 

 それでは、次に進んでよろしゅうございますか。 

 では、３の（２）地域福祉パートナーシップについてに移りま

す。 

 事務局からご説明をお願いします。 

事務局  前回の運営協議会で、地域福祉課長から、１月で６地区全てに

全部型の配置が完了したと報告がありましたので、社会福祉協議

会地域活動推進課長からご説明させていただきたいと思っており

ます。 
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 本日配付しております「まちねっと」にも、地域福祉アンテナ

ショップの報告が載っているかと思いますので、併せて見ていた

だければと思います。 

 それでは、地域活動推進課長、よろしくお願いいたします。 

立川市社会福

祉協議会地域

活動推進課長 

 よろしくお願いいたします。日ごろからお世話になっておりま

す立川市社会福祉協議会の地域活動推進課長と申します。 

 お手元の資料３としてもパワーポイントの資料がありますし、

前方画面と両方ありますが、見やすいほうをご覧ください。 

 では、地域福祉アンテナショップについてご説明させていただ

きます。 

 まず、そもそも地域福祉に関して、行政計画で第５次地域福祉

計画と、それから社協と市民の計画であります第６次地域福祉市

民活動計画（あいあいプラン）を合同で策定しております。令和

７年度から５か年の計画になっております。 

 この計画の中において、５つの重点推進事項を定めております

が、画面は赤字になっております地域福祉アンテナショップの拡

充というのが重点推進事項として置かれております。 

 地域福祉アンテナショップですけれども、後ほど写真で随時見

ていただけたらと思いますが、地域の多機能拠点と言ったりする

のですけれども、多様性を認め合って、誰もが活躍できる地域づ

くりを進めるために気軽にふらっと立ち寄れることができる拠点

というふうに位置づけております。 

 この拠点ですけれども、地域の中に点在することで望まない孤

立の防止であるとか、地域のつながりづくりなどいろいろな形で

交流が推進されることを目指しております。 

 地域福祉アンテナショップ、名称がちょっと分かりにくいとい

うご指摘をいただいたりもするのですけれども、２つの意味が込

められております。こちらはそもそも前の期の計画でアンテナシ

ョップを設置しようということになったときに、そこに参画して

いた市民の方から、通りに開かれていて、誰に対しても歓迎ムー

ドがある、当時、南口に姉妹都市の大町のアンテナショップがあ

ったのですけれども、あのような雰囲気だと、みんな来てくださ

いというような雰囲気のものになってほしいということと、２つ

目は、広く地域にアンテナを巡らせた拠点になろうというよう

な、そんな思いで名称が決まっております。 
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 地域福祉アンテナショップには２つの機能があります。コミュ

ニティ形成機能と地域生活課題解決機能です。これらは別々のも

のではなくて、この２つの機能が行ったり来たりしたり、融合し

たりということになります。 

 まず、コミュニティ形成機能ですけれども、自分らしく活躍で

きて、楽しみながら、活動が続けられるような場であるととも

に、何もしなくても、ただそこにいてもいいというような優しい

つながりがある場を目指しますということです。まちの中、社会

の中にはいろいろなコミュニティがありますけれども、緩やかで

柔らかなコミュニティをここからつくって、それがまちの中に広

がっていくといいなというような面も持っています。 

 それから、２つ目の地域生活課題解決機能ですけれども、高齢

部門に限らず、いろいろな相談窓口に寄せられた相談の中で、な

かなか外に出づらいであるとか、社会参加がちょっと今困難だと

いうような方がとても多いかと思いますけれども、地域福祉アン

テナショップは誰でも歓迎というのがありますので、そこにお誘

い出しをして参加できるような、そんなまちに出る第一歩という

ような機能も兼ね備えております。 

 地域福祉アンテナショップは、人や物や情報が行き交う多機能

の拠点です。生きづらさを抱えた方などの社会参加の場、また地

域生活課題などを抱えた方の相談、情報共有の場でもあります。 

 アンテナショップに２つの類型がありまして、全部型と協働型

というふうに言っておりますが、全部型のほうはおおむね１週間

当たり２日以上、それから１日当たり３時間以上のような目安で

運営をしています。協働型のほうはもう少し緩やかに１か月当た

り２日以上行っている居場所です。全部型のほうは行政のほうで

応援をより強くしておりますけれども、協働型のほうは市民や事

業所が自らやってみたいということを後押しするようなそんな位

置づけで今運営をしています。 

 現在あるアンテナショップの一覧になっておりますので、後ほ

どご覧ください。 

 実際の様子です。アンテナショップは立川のまちの様子が本当

に多様であり、駅前と、例えばですけれども、西砂町のほうでは

風景が違ったりしますけれども、それぞれのまちの特徴に応じて

運営しましょうということを大事にしております。 



－17－ 

 こちらが全部型で社協が直営でやっておりますにこにこサロン

になります。一番町の市営住宅の空いていたところを活用してお

ります。誰でも自由に出入りできるフリーデーというようなもの

を設けながら、それからいろんな企画、プログラムを関わってい

る人たちで企画して実施しています。 

 こちらはもう一つですね、若葉町のＢＡＳＥ★２９８といいま

して、こちらは団地の中にある商店街の空き店舗を活用している

ところです。こちらは石心会さんのほうで関わって運営をしてく

ださっていますけれども、カフェのような雰囲気で、本を読んだ

り勉強をしたり、一人でも過ごせる、だけれども、誰かとしゃべ

りたくなったら、後ろを振り返って誰かとしゃべれるというよう

な雰囲気を大事にされています。 

 それから、こちらははねきんのいえ、羽衣町にありますけれど

も、こちらは民家を借りてやっていますので、本当に住宅街の中

に普通のお家に立ち寄るというような気軽さを持ってやっていま

す。こちらも開所日はいろいろなグループの方が、お部屋が複数

あるのですけれども、いろいろなプログラムを実施していて、麻

雀であるとか、オカリナであるとかやっているのですけれども、

そこにちょっと参加してみようかなといって仲間が広がるような

こともしております。こちらもフリーデーを設けながらになって

います。 

 こちらが幸町にありますスマイルキッチンで、農家の方がもと

もと建てていらっしゃった素敵な建物ですけれども、こちらのほ

うで開催をしています。こちらもイベントをやりながらですけれ

ども、コーヒーを入れるボランティアの方がいたりして、ふらり

と立ち寄られています。例えばご高齢の方がお散歩のついでに毎

日ルーティーンとして通っていて、顔が合う人と、やあやあ、今

日もこんにちはというような、そんなことが行き交っているよう

な場所になります。 

 ここから２つが近日オープンした居場所になります。 

 こちらが富士見町１丁目の地域福祉アンテナショップという、

仮称でやっております。アンテナショップは関わった方々が主体

的にどんな場になったらいいのかなというのを考えたり地域の人

に聞いたりして、形をつくったり変えていったりすることを大事

にしているので、名前は例えば行政や社協が決めてしまうのでは
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なくて、みんなで考えようということで、今は仮称になっていま

す。来る方にアンケートを取りながら決めていきたいという意向

を伺っております。 

 こちらは、都営住宅の集会所になりまして、ふだんあまり使わ

れていないということで、しかも都営住宅の方も近くに足を向け

られる場所があるといいなということがありましたので、開設を

しております。ちょっと小さなスペースですけれども、やってお

ります。今試行錯誤しながら、関わっている人がこれをやってみ

ようよというようなことをみんなで試しているところです。 

 折り紙がどこでも結構いいんですよね。手を動かす理由があり

ながら、ただおしゃべりをしましょうというのは苦しいのですけ

れども、手を動かしたり、コーヒーを飲んだりというような何か

があると人と関わりやすいというようなそんなことが見えていま

す。 

 もう一つが高松町です。ふらっとたかまつという名前に、来た

方の投票でこの間決まりましたけれども、健康会館として利用さ

れていたところが空いていますので、今暫定的にそこを使って始

まっています。こちらは１階事務所スペースだったところ、かな

り広いので卓球台を持ち込んだりですとか、それから近くに   

育て上げネットという若者支援のＮＰＯがあって、そのメンバー

たちがコーヒーを入れたりとか、何か自分たちでできるかなとい

うようなことを企画して持ち込んでくださったりというような動

きが見えているところです。 

 ここからが協働型になります。こちらが健康カフェＳＡＮＫＩ

ですけれども、サンキ薬局さんがふだん薬局をやられていますけ

れども、協働型のときはそこの片隅に今日やっていますよという

ことで、より人が来やすいように開催しています。健康相談とか

をしてくださったりもしています。 

 それから、こちらのｂｌｕｅｂｉｒｄさんは若葉町になります

けれども、こちらは企業の参画になります。住まいに関すること

をふだん事業としてやられているのですけれども、この事務所兼

アトリエのスペースで、こちらもお茶を飲みながらおしゃべりが

できるようなことをしてくださっています。 

 それから、こちらがにしすなカフェです。こちらはにしすな福

祉相談センターさんのほうで開催してくださっています。協働型
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アンテナショップと旗を立ててくださることで、ふだん包括とか

相談センターに自分も通っていいのかなと迷っているような方も

多分行きやすいのではないかと思います。こういう場に行くとス

タッフの方がいらっしゃるので、ちょっと聞いてもいいかしらと

いうような相談につながったりしていると思います。 

 大空カフェのほうはかみすな福祉相談センターさんがやってく

ださっていて、にしすな福祉相談センターさんもそうですけれど

も、いろいろなプログラムを毎回アレンジしていろんなことをや

ってくださっていて、地域の方の資源を提供しながらやってくだ

さっているかなというふうに思います。 

 包括支援センターや相談センターとのかかわりですけれども、

運営体制に関して２つの協働がまずあります。まず、アンテナシ

ョップは委託事業として運営をしている全部型と、それから、住

民主体でやっている協働型と、こういったものを２つ混在させな

がら、コラボレーションを図りながらやっています。それから、

それぞれのアンテナショップも運営を考える委員会と、それか

ら、その場でいろんなサポートをするボランティアというような

役割を幾つかつくって、その協働で実施していたりします。 

 それから、包括との連携ですけれども、まずは利用されている

方やそのご家族にアンテナショップに行ってみないかというよう

なお誘いをしていただいたりしています。そういった方が最初は

お客さんのように来ているのですけれども、気がついたらプログ

ラムの提案をしていたりとか、教える側に回っていたりとか、そ

んなことがよく起こっています。それから包括のスタッフが委員

会メンバーとして運営に関わってくださっているところもありま

す。 

 というような、ちょっと駆け足でしたけれども、今そんな状況

でアンテナショップを運営しています。（拍手） 

会長  ありがとうございました。 

 にしすなカフェとかみすなカフェ、何か補足はありますか。や

っている方たちのほうから。 

にしすな福祉

相談センター 

 にしすな福祉相談センターです。 

 先ほどお話がありましたように、カフェに参加していただい

て、例えばお家に私たち相談員が来ることも周りの目を気にする

からというような話もあった中で、にしすなカフェが終わった後
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に個別で介護相談を受けたというケースもありますので、にしす

なカフェ自体はそんな場所だったり、地域の住民の皆さんに楽し

んでいただいている場所だというふうに認識をしております。 

 以上です。 

かみすな福祉

相談センター 

 かみすな福祉相談センターです。 

 後ほどまた地域福祉アンテナショップを紹介させていただくの

ですけれども、ボッチャとか、ボランティアが定着したり、その

ボランティアがオレンジカフェに参加したりなど、お互い元気が

出てくるというような場所になりつつあります。 

会長  ありがとうございます。 

 ということです。委員の皆様、どうでしょう、何かご質問やご

意見、感想などありましたらお願いいたします。 

Ｂ委員  いや、すごくいいですよね。本当にこういうのがどんどん増え

たらいいですけれども、こういうのと介護サービスがくっつくと

本当に一番いいんですけれどもね。ケアマネ目線で言うと、例え

ばデイサービスに行かないという人がいっぱいいるわけですけれ

ども、ヘルパーがこういうところに連れていくのが算定できるん

だったら助かるわけですよ。算定できないんですけれども、現状

はとか、デイサービスの送迎の車の運ちゃん、暇な時間、ちょっ

と提携してですね、こういうところと、送り迎えとかしてくれた

ら、要支援の人でも行けるのになとか、何か今後５年、10年先を

見据えて、地域の介護サービスとかサービス事業所がくっつくと

すごく理想的な世界だなと思います。 

会長  ありがとうございます。 

 地域福祉アンテナショップは住民主体で運営するということが

ありますから、アンテナショップのボランティアさんがお迎えに

行ったりとか、そんな形でサポートするとか、そんな動きがあっ

たりすると面白いかもしれませんね。ありがとうございます。 

 そのほか何かありますか。 

 どうぞ、Ｄ委員。 

Ｄ委員  このアンテナショップというのは、例えば介護をまだ受けてな

い孤立した人というのもいると思うんですけれども、そういう人

というのはこういうものの存在が、どうなんですか、なかなか知

られて、要するにここに来る人たちというのは先ほどもスライド

にありましたけれども、地域包括から経由してとかというケー
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ス、自分で頼めば紹介とかがあるのかなと思うんですけれども、

ふらっと立ち寄るってなかなか、その辺はどうなんでしょうか。 

地域福祉課長  ご質問、ありがとうございます。地域福祉課長でございます。 

 まさに実はそこのところが一番大きな課題だというふうに考え

てございまして、いかにこの地域福祉アンテナショップを周知し

て、皆様に来ていただくのか。今度２月に、地域福祉計画の進捗

を見る地域福祉推進会というのがあるんです。そこでこの地域福

祉アンテナショップのことを、今のような課題も含めて議論して

いこうという形で進んでおります。 

 昨年で申し上げますと、11月の広報たちかわのほうに大々的

に、３ページくらいですか、使って広報のほうをしています。そ

れから、来年度のところについても今広報課のほうにお願いをし

まして、何とか、３ページとは言わないのですけれども、どこか

で紙面をくださいというようなお願いはして、市としてはそうい

った形で展開をしていこうというふうに思っているのと、あと社

協さんのほうも地域福祉コーディネーターが地域をいろいろ走り

回っているところで、地域福祉アンテナショップのほうのご紹介

とかやっています。 

 それから、地域福祉課は非常に困難を抱えたケースをいろいろ

支援しているのですけれども、実際にひきこもりの方が地域福祉

アンテナショップを、そこだと行けるかなという形で、実際に行

っていただいて、そこで少し市民の方と交流する、そういった事

例も出てきてございまして、こういったところを積み上げていき

たいというふうに考えているところでございます。以上です。 

会長  今日配付されたまちねっととか、こういうところでどうなんで

すか。自分のまちのアンテナショップみたいなことで進める方も

多いと思うんですね、実際。ありがとうございます。 

 対象は全住民ですね。サービスを受けたいという方、何か自己

実現をしたいという方に来てもらって地域づくりに参加してもら

うという趣旨のほうが、何が優先ということはないのですけれど

も、そういう趣旨が大きなところですね。 

 そのほかに何かございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。大いに期待したいと思いますし、地域包

括支援センターの事業との連携をしっかりと、４地区はかなり動

きに関わっておられますので、連携していく上でいいのかと思い
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ますので、よろしくお願いいたします。ありがとうございまし

た。 

 では、次第の次へ進んでまいりたいと思います。 

 ４の（１）令和７年度の事業報告についてでございます。 

 まず、事務局からお願いします。 

事務局  資料４と本日机上配付をしましたセンターからのチラシ類をご

用意ください。 

 ここからの時間につきましては令和７年度の振り返りです。12

月にセンター職員、高齢政策課、地域福祉コーディネーターとと

もに振り返りを行っておりますので、その報告をさせていただき

ます。 

 資料の見方ですが、１ページ目から８ページ目にかけましては

振り返りの会議をやったときの概要になっております。こちらは

在宅支援係の職員が作成をしております。 

 ９ページからは基幹型包括支援センターを筆頭に、各センター

から振り返りシートで報告を上げております。こちらにつきまし

ては全て読み上げていると時間がありませんので、各センター長

は３分以内で説明をお願いしたいと思います。 

それでは、基幹型地域包括支援センターからお願いします。 

会長  この後、基幹から始まって、センター長さんにお話しいただき

ますが、その後、委員の皆さんお一人お一人は３分以内くらいに

質問とかご意見をいただければと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 では、センター長さん。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 まず、資料の９ページをお開きください。 

 こちらは右上にありますように、地域包括支援センター、福祉

相談センターで基幹型として地域包括支援センターをやらせてい

ただいているまとめの表になります。 

 ９ページの重点的に取り組む業務、事業につきましては、おお

むね市全体第１層の部分のことを書かせていただいております。 

 ①につきましては、地域ケア会議と高齢政策課の皆様と連携協

働し、全体の運営方針ともに運営に取り組むことができました。 

 ③につきましては、各サービス事業所別の連絡会ということ

で、介護支援専門員の皆さんで訪問介護事業所、また、通所介護

サービス事業所の皆さんとともに、各業務連絡会を全市的に展開
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しております。それ以外にも全市的に関わる内容につきましては

基幹型として高齢政策課在宅支援係の皆さんを中心に連携協働を

しているところになります。 

 ページをおめくりいただきまして、14ページになります。こち

らは地域型ということで、ふじみ地域包括支援センター、柴崎

町、富士見町の２町を担当させていただいていることを書かせて

いただいております。 

 当センターのある位置が富士見町、柴崎町から見ると北側にご

ざいますので、こちらは地域にアウトリーチをしていくというこ

とを重点的に取り組む事項等に書かせていただいております。今

年度につきましては、地域の図書館等を利用しまして、その職員

の皆様とも協働して、住民の皆様に近いところで相談を受けられ

るようなことを実施しております。将来的にはどうしても富士見

町の名前があったりとか、富士見町のほうが大きく展開していま

すので、柴崎町であったりとか、また、ここに書かせていただい

たような図書館のような地域住民の皆様に身近な施設のような、

スーパーマーケットであったりとか、そういったところと連携等

も模索していくところになっております。 

 それ以外には前にご紹介もありました立川地区にも昨年の11月

から地域福祉アンテナショップが開所されましたので、そこの運

営につきましては、地域づくりも含めたところで地域福祉コーデ

ィネーターと連携協働をしているところになっております。 

 ふじみ包括支援センターからは以上になります。 

はごろも地域

包括支援セン

ター 

 では、はごろも包括支援センターから報告させていただきま

す。よろしくお願いします。 

 はごろも包括は19ページからとなります。よろしくお願いしま

す。 

 主に次年度も継続的、発展的に取り組もうと考えている内容に

ついてご報告させていただきます。 

 まず、重点的に取り組むべき業務、事業というところでは、ち

ょこっとボランティアの活動の充実と認知症支援という２つの目

標を上げています。①のＬＩＮＥの公式アカウント機能を活用す

るというところでは、皆様に机上配付させていただきました全包

括の公式アカウントのＱＲコードを載せたものがありますけれど

も、作成するだけではなくて、チャット機能を利用して個別のメ
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ッセージのやり取りにも力を入れて、活動後の報告や運営ができ

ています。 

 ②のところでは、認知症支援ですけれども、６月に羽衣町の一

町会で、認知症見守り声かけ模擬訓練を開催することができまし

た。これは地域をグループで戸別訪問して、認知症の方役から困

り事を発信し、対応の模擬体験をしてもらうというアウトリーチ

型の取組です。平成27年から行って、本年度は45名のメンバーが

訪問して、若い人や店舗の人などを含めて77名に体験していただ

きました。 

 次に、１のところで、立川市の地域包括ケアシステムの構築・

深化・推進の第１層のところでは、①のビジネスケアラー世代を

対象に話ができる機会をつくるというところについてご報告しま

す。 

 ビジネスケアラーに向けた取組としては、２回の講座を開催

し、介護休暇や介護休業について、その間に介護をするというこ

とだけではなく、介護環境を整える期間とするといいというよう

なことをお伝えできました。また、一人で抱え込んでしまう方も

いらっしゃると考えましてチラシを作成しました。それが皆様の

お手元に配らせていただきましたこちらのチラシになります。現

在は包括主催のイベント等でお配りしていますが、それ以外の周

知についてはこれから次年度以降の課題になるかなと思っていま

す。 

 そしてページをめくっていただいて、４の介護予防に係るケア

マネジメントというところの②地域福祉アンテナショップを多世

代交流の場にしていくための場を設定するというところになりま

す。地域福祉アンテナショップはねきんのいえでのイベント等で

は関わることができたのですけれども、多世代交流の場として機

能させるためには、次年度、ニーズの把握を行い、地域福祉コー

ディネーターや運営団体との打合せなど具体的に進めていかなけ

ればと考えています。また、多世代交流という部分では、小学校

２校で福祉授業を担当できたこと、高校生向けに車椅子体験の授

業を実施することができました。 

 はごろも包括からは以上です。 

たかまつ地域

包括支援セン

 たかまつ包括から発表させていただきます。よろしくお願いい

たします。 
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ター  重点的に取り組む業務、事業に関しまして３つ取り上げさせて

いただきました。 

 ①としまして、自治会、老人会の集会や地域の町会や神社へ挨

拶に出向くなど関係づくりに努めました。その際に様々な地域の

ニーズについて話ができ、地域の状況把握に役立てることができ

ました。今後も多種多様な地域の人々と関係づくりを続けていき

ます。 

 ②としまして、ゼロ円マーケットや教育機関との協働により、

多世代の交流ができ、地域活動の場が広がりました。来年度も引

き続き地域活動を継続してまいります。 

 ③としまして、健康フェアなどのイベントについてＡＣＰにつ

いての相談を受けたり、日々の相談業務においてもＡＣＰについ

て説明したり、エンディングノートを配布し、周知に努めまし

た。 

 特にたかまつ包括として10番の、27ページを見ていただければ

と思います。地域支え合いネットワーク事業について説明させて

いただきます。 

 資料のほうが、サンタさんと雪だるまが書いてある資料をお手

元にご用意いいただければ、ゼロ円マーケットは、自分が使わな

くなった衣類や雑貨を譲り合う会で地域の福祉会館などを利用し

て開催し、人のつながりの場を構築してきました。令和７年から

年１回開催し、本年度からは地域開催にいたしました。毎回平均

100人から150人くらいの地域の方に足を運んでいただいておりま

す。成果としましては高齢者だけではなく、地域に住む住民を巻

き込んだこと、②番目にちょこっとボランティアの活動の場所に

なりました。ボランティアの方の中には介護認定を受けている方

も活躍されています。③番目に、国立音大、立川国際中等教育学

校の協力で音楽イベントを行い、協働することができたことで

す。④番としまして、開催チラシを持って地域や自治会、老人

会、商店街、小学校、児童館に訪問したことで包括の周知につな

がっています。それをきっかけに相談に来てくれる方が増えてい

るという現状がございます。 

 たかまつ包括からの報告は以上になります。 

わかば地域包

括支援センタ

 わかば包括です。29ページからになります。 

 わかばは気軽に相談できるというところと立ち寄れる場所とし
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ー てゼロ次予防の取組を行うということでやってきました。 

 若葉町に関してはＢＡＳＥ★２９８というところで割と皆さん

が来てくださることも多くて、来てくれた方から、何気ない会話

から気軽に相談できるということが増えていまして、去年度件数

を12月時点で比べてみますと68件、２９８からの相談というのが

きています。ただ、栄町の出張包括に関してはまだ周知が足りて

いないなというところが件数としても見えますので、今後の課題

だなと思っております。 

 ページをめくっていただきまして、３番の③ですが、毎年地域

にあるスーパーやコンビニ、ドラッグストアとか郵便局に挨拶回

りをしております。この挨拶回りから気になる方が来たときの相

談とか連絡がくるようになって、連携が取れているなということ

を感じております。 

 31ページ、５番の③ですね、こちらは毎年行っているのです

が、市全体とかは無理なので、うちの地域の居宅支援事業所に訪

問して、ケアマネジャーさんとのやり取りは多いので、いろいろ

とお話を聞いて業務の改善などをしております。 

 ６番の②です、虐待の対応をしていると、実際関係者に聞くと

ヘルパーさんとかデイの事業所さんとか、その内容を知っていた

ということがありますので、利用者さんに一番身近に接している

ヘルパーさんやデイのスタッフさんが虐待防止について正しい情

報を知ってもらえるように、年に１事業所になってしまうのです

が、研修を行っています。 

 以上です。 

さいわい地域

包括支援セン

ター 

 さいわい地域包括支援センターです。 

 さいわい地域包括支援センターは34ページからになります。 

 重点的に取り組むべき業務、事業としましてはさいわい地域包

括では小地域ケア会議のほうを、地域包括ケアシステムを構築す

るためとてもカギになるのではないかというところでやらせてい

ただいております。 

 今年度のテーマは非日常への備えとしまして、対利用者さんの

みならず、職員自身も自分ごととして考えていただけるきっかけ

というふうにしています。また、参加者のほうにその職員自ら、

職場のほうにきちんとこの情報を共有してくださいというふうに

アナウンスをさせていただいておりまして、５地区全体のゼロ次
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予防につながるというふうに、そのような考えで取組のほうを行

っています。 

 地域包括ケアシステム、個別事例を上位会議に上げるというふ

うなイメージが多いかもしれないのですが、このことをやってい

るのを市民の方にもしっかりと周知したいというところでいきま

すと、まちねっと２月号の３面のところに小地域ケア会議開催の

件については市民の方にも知っていただきたいということでこう

いう形で循環図というものを意識してやらせていただいておりま

す。 

 ただ、小地域ケア会議に関して、参加者さんが会場に参加し

て、終わりというふうになっている可能性があるので、今後は次

の会できちんと効果測定ができるというようなアンケート内容に

ついて今後強化していったり、来年度以降、そこを検討していき

たいというふうに考えております。 

 そして２番、区域ごとのニーズに応じての重点的に行うべき事

項としましては、先ほど地域活動推進課長のほうからもご紹介の

ありました地域福祉アンテナショップの周知、活用の促進のほう

をやっていきたいというふうに思っております。 

 また、５地区では地域福祉アンテナショップの実行委員会で第

５地区の実行委員会ということで、スマイルキッチンと健康カフ

ェＳＡＮＫＩさんで一緒に実行委員会、第５地区の実行委員会と

いうのをやっておりまして、そこのイベントとして、ミニミニ健

康フェアというのを年に今後２回定期開催していこうということ

で共催のイベントなどをやらせていただいています。また、スマ

イルキッチンでやったイベントに関しましては、インスタグラム

ですね、動画編集をして、インスタグラムに上げるというような

後方支援ですね、そんなこともやらせていただいて、あとは利用

者さんにアンテナショップを紹介するなど、日頃、住民主体につ

ながる場を、地域福祉コーディネーターさんと一緒に仕事として

やらせていただいています。 

 以上です。 

かみすな地域

包括支援セン

ター 

 かみすな包括支援センターと申します。よろしくお願いいたし

ます。 

 ページは40ページからになります。 

 重点的に取り組むべき業務のところでは、評価のところ、下の
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ところ、サービス事業者以外の地域の社会資源の小地域ケア会議

の参加促進、支え合いサロン、出張包括、老人会との顔の見える

関係づくり、地域福祉コーディネーターとの協働を通して、多世

代の地域ネットワークの構築を模索しました。 

 地域福祉コーディネーターとの協働というところでは、アンテ

ナショップでのイベントの開催ですとか、実行委員会の参加を通

して模索を行ってきました。 

 それから、２番目、自立支援会議や個別支援会議から地域課題

を導くためのツールということで、個別ケア会議とかの課題解決

が済むと、そこで終わってしまって、地域課題になかなか導いて

いけないというような課題がありましたので、循環図がしっかり

と循環していくような仕掛けということでツールを今試行的にセ

ンターの中で扱っています。 

 それから、４番目、「ちょこボラＬＩＮＥ」や「まちねっと」

を活用し、地域活動の参加促進と情報提供という、ほかのセンタ

ーさんもやっていらっしゃると思いますけれども、担当者を決め

て本年度は積極的に情報提供をして、いろんなイベントにも運営

という立場でちょこボラさんたちにも活躍していただきました。 

 それから、１層のところですね。２番目になりますけれども、

ＡＣＰに関連して、市民向けの終活講座を今年は３件講座を開催

しました。見守り機器のことですとか、自筆遺言作成、現役世代

の終活講座、現役世代の終活講座はこれから開催なんですけれど

も、自筆遺言作成に関しては市民の方の関心がとても高くて、最

近では珍しく40名以上のご参加があったということが成果であり

ます。 

 それから、２番目の第２層のところですけれども、今回６地区

では小地域ケア会議、年間テーマとして、小地域ケア推進会議と

リンクさせて防災についてテーマを検討してきました。３月には

防災学として１年間の成果をまとめ上げる予定でおります。 

 それから、４番目ですけれども、総合事業のケアマネジメント

ですね。こちらのほうは出張講座を活用した地域へのゼロ次予防

促進の啓発ということで、今年２年目になるんですけれども、毎

年まちねっとの５月号で６地区の支え合いサロンの一覧表を見開

きで発行しています。とても反響があって、このことで新たに支

え合いサロンにつながる方がいらっしゃったり、逆に、定員がい
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っぱいでおつなぎできるようなところがなくて、そしたらやはり

地域に何か働きかけてもう１個あるといいかなとか、そういった

ニーズの把握にも役立っていて、これもまた継続して続けていき

たいと思っています。 

 かみすな包括からは以上です。 

会長  にしき福祉相談センター、引き続きお願いします。 

にしき福祉相

談センター 

 にしき福祉相談センターです。よろしくお願いいたします。 

 まず、１つ目は重点事項についてですけれども、２つ挙げた中

で１つ目は、居宅事業との兼務であることの強み・利点を生かし

たビジネスケアラー（家族介護支援）に取り組むということに関

しましては、センター内の職員の中では、振り返りとしてはご家

族の話をしっかりと傾聴し、支援に取り組むことができたという

評価を挙げております。 

 次に、地域福祉コーディネーターとの連携というか、そういっ

たもの、ネットワークづくりに取り組むということを挙げており

ましたけれども、年度当初、話合いをすることができましたが、

その後少し停滞してしまったんですけれども、残りの第４四半期

に向けて、今現在ですけれども、整理をしながら、１つ、地域の

企業との連携についてこれから一緒に取り組んでいく予定に上が

っておりますので、次年度に向けての継続事項としていきたいと

思います。 

 重点事項以外の中で１、２、４、あと７に重なる部分として挙

げられますのが、一つはにしき福祉相談センターの立地条件とい

うか、これは過去もいろいろとお話が出たところでありますけれ

ども、場所的になかなか相談者が来所しづらいという場所なの

で、むしろ地域に向けたアウトリーチということを継続して行っ

てきました。本年度につきましてもにしき相談センターの情報紙

「かわら版」を持参しながら、地域の中の集合住宅であったりと

か、商店とか、そういったところに定期的に訪問して、アウトリ

ーチという形で取り組むことができたということが挙げられま

す。 

 次に、「しゃべり場」ですね。これはまだ地域福祉アンテナシ

ョップには投入できてはいないのですけれども、スタートして３

年目を迎える中で、いろいろと課題とかそういったものが見えて

くる中で、やはりセンターだけでやるのではなくて、地域の方に
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参加していただくということでいうと、ちょこボラさんの投入が

昨年から始まりまして、現在は大体毎回３名くらいのちょこボラ

の方が参加していただいて一緒に取り組むことができているとい

うことと、あと地域の方の何気ない、あそこでこれをやっている

よねというような認知というのも大分広がってきていて、たまた

ま最近、以前に参加された方がご主人が亡くなったということで

ちょっとお休みしたんですけれども、あそこに行ったら、多分自

分が今までご主人のためにいろいろやってきたけれども、喪失感

を感じてしまって、何かどうしていったらいいだろうみたいな気

持ちになって、そういえばしゃべり場に行けば、みんなにお話を

聞けるよねということで今日来たんですみたいな、そういったエ

ピソードを聞くことができたので、そういった役割というのが地

域の中で認知されてきたのかなということと、たまたま周知活動

としてポスターを地域の中で貼らせていただいて、他市という

か、他県から引っ越してきた男性の方がそのポスターを見てちょ

っと足を運んだというような、具体的な皆さんの動機を聞くこと

ができているので、そういったことが少しずつ増えて、それが広

がっていけばいいなというようなところではございます。 

 あと介護予防教室が福祉センターとしての一つの役割として挙

がっていますけれども、その中で皆さんがどういったものに興味

を持っているかとか、そういったものがこの１年間を通して実施

した中での傾向というものが読めるようになってきましたので、

その辺を反映しながら、予防という視点に当てて取り組んでいけ

たらいいなということで、次年度も継続して行っていきたいとい

うふうに考えております。 

 最後になるんですけれども、「認カフェ」については実は３月

に単独ではなくて、ほかの「認カフェ」と一緒にコラボしてやっ

ていく予定ではおりますので、少し考え方を展開した中でやって

いくことも必要かなというところで振り返りとして挙がっており

ます。 

 以上です。 

かみすな福祉

相談センター 

 かみすな福祉相談センターです。よろしくお願いします。 

 かみすなは重点的に取り組むべき業務について、地域福祉アン

テナショップの取組の振り返りという形で報告させてもらいま

す。 
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 お手元のかみすな通信をご覧いただきたいと思います。かみす

な通信は毎月発行しておりまして、図書館の入り口の掲示板、郵

便局、大山団地で37カ所、給食センターの前の遊歩道に掲示をさ

せていただいております。福祉相談センターの活動のＰＲや耳よ

り情報などを発信しています。これは１月号で49号で、来月２月

号でちょうど50号になります。 

 地域福祉アンテナショップとして、大空カフェを毎月１回開

催、立川全域からお申込みがありまして、キャンセル待ちをお願

いしなければいけない状況になっております。 

 本年度は地域ケア会議のテーマを意識して防災を取り入れまし

た。インスタントラーメンをアレンジした栄養ある防災食を実演

で実食して、日頃からできる防災の備えをみんなで楽しく学びま

した。 

 奇数月で行っているボッチャも人気がありまして、だんだん参

加者もみんなで準備とかいろいろなことをやってくださいます。 

 ケアラー支援としてのそらの会は偶数月に行っています。毎回

10人前後の参加ですけれども、おしゃべりした後にちょっとした

認知症の知識を学ぶ機会としての情報提供を行っております。 

 そして令和６年度から、地域の誰でも立ち寄れる居場所づくり

として始まりましたこちらの布ぞうり、ちぎり絵ですけれども、

そこでも参加者の方には立ち上げのときから地域で気になる方と

か、誰でも声をかけてくださいというようなことをお伝えしてあ

りまして、気になる方からの相談ケースが支援につながったとい

うことがありました。 

 ちょっとしたエピソードですけれども、参加者で、今日はあの

人来てないけれども、どうしたのかしらと言って電話をかけてみ

たら、誰々さんの病院に一緒について行ってあげたとか、この辺

の地域の方は割とこうやって支え合ったり、声をかけ合ったりと

いうすごくいい関係ができているなと思っています。そしてこの

場に参加する方たちもこういうような関係性を増やせていけたら

なというふうに考えております。 

 地域福祉アンテナショップと和気あいあいという布ぞうり、新

聞ちぎり絵の会ですが、４月から12月までどのくらい延べ人数が

いたかといいますと673名、相談センターで関わったということに

なります。月大体74名くらい、ちょっと私も驚いています。 
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 このようにかみすな福祉相談センターは居場所づくりと連動し

た相談支援体制というのを少しずつ構築していくことができたの

かなと思っております。 

 以上です。 

にしすな福祉

相談センター 

 にしすな福祉相談センターです。よろしくお願いいたします。 

 ページは50ページからになります。重点的に取り組む事業とし

ましては地域アンテナショップに登録をいたしまして、毎月１

回、にしすなカフェと題しまして体操やヨガ、エンディングノー

ト、歌などを毎月テーマを変えて開催しております。地域性もあ

るのかもしれないのですけれども、集まる場所が少ないというこ

ともありまして、徒歩や自転車で来れる場所として毎月常連さん

の参加がほとんどになっておりますが、全体として20名前後、多

いときは25名以上の方に参加していただいているという状況にな

っております。 

 特徴としましては、家族の方が付き添って一緒に参加をされた

り、近隣の事業所の職員さんと利用者さんが参加してくださり、

多世代や他機関との交流の場となっているというような印象を受

けております。数年前は参加者が少ないということもありまし

て、相談センターの周知もできていない、少ないというところも

ありましたので、ポスティングを半年ほどかけて行いましたが、

本年度はその成果がやっと現れたというふうに私は思っているの

ですけれども、気になっていたけれども、時間がなくて、やっと

参加できましたというような声をかけていただいて、受付などの

手伝いをしていただいたというケースもあります。 

 あと先ほどＢ委員からのお話もちょっとあったんですけれど

も、相談内容としてはデイサービスには行きたくない、外にも出

たくない、でも介護保険は使いたくないというような相談もある

中で、まずはにしすなカフェに参加してみてくださいというよう

なお勧めをさせていただいて、参加していただいたことによって  

ひきこもりの予防にもつながっているのではないかなというふう

に思っております。 

 あと第２層のほうでは、居宅介護支援事業所も兼任しておりま

すので、年１回にはなりますが、事例検討会を複数の居宅のケア

マネさんと合同で開催しております。同じ地域の課題を認識する

ことで、介護保険を利用していないかもしれないという、例えば
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にしすなカフェに参加されている方に困り事などを確認すること

によって、地域ごとのニーズを把握できるようなふうにと思って

おります。 

 以上です。 

会長  ありがとうございました。 

 では、委員の皆様からお気づきのこと、感想でも、３分で恐縮

ですが、ありましたら、お願いします。 

Ｃ委員  最初、ふじみ包括さんのほうで地域のアウトリーチ、スーパー

マーケットや学習館などということがあって、私は富士見町６丁

目に住んでいるんですけれども、富士見町の包括は遠いんですよ

ね。坂を上がっていって、私たちでも遠いので、高齢者の方たち

は、近くにスーパーがあるんですけれども、私らはたまがわ・み

らいパークって、昔富士見小学校とか、その場所も近いのです

が、あそこはどこが運営しているのか分からないのですが、最

近、自由に入れるようになって、昔は子供とよく一緒に入って遊

んでいたのですけれども、最近用がない人は入らないでください

みたいな、あそこも結構立派な設備が、学校があるのに何か有効

活用されてないし、地域の人が集まる雰囲気もあまりない。たま

にフリーマーケットをやったり、映画の撮影をやったり、あそこ

をもうちょっと有効的に活用できたらうれしいなと思ったりす

る。そういう計画とか、それができない理由とか何かあるのでし

ょうか。 

会長  ふじみ包括支援センター。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 ふじみ包括支援センターです。 

 ご質問ありがとうございます。また、貴重なご意見もありがと

うございます。 

 たまがわ・みらいパークで、もし事前に運営委員長でもありま

したＥ委員のほうから現状もちょっと補足いただいたらと思いま

すけれども、もちろんそういったところも候補地でありまして、

これにちょっと図書館と書かせていただいたのは、51号棟の東寄

りにある図書館でしたので、先ほどもお話をさせていただいたの

ですが、今後は富士見町のそういったできるだけ身近な場所を含

めて、場所の選定にも考えながら、柴崎町のほうにも検討を広げ

ていきたいなと思っております。 

会長  では、前たまがわ・みらいパークの事務局長のＥ委員、お願い
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します。 

Ｅ委員  利用者の代表として参加していますＥです。 

 たまがわ・みらいパークはもう20年近くになるのか、廃校にな

ってから。それでずっと今もいろんな団体が登録して使ってい

て、子供たちが勉強したり、子供を遊ばせたいというので出入り

は自由なんです。名前を書いて、緊急に何かあったときに親と連

絡を取りたいので、その名前を書けば自由に出入りできるので、

体育館とグラウンドは立川所有者ということで別の管轄になって

いますが、Ｂ棟はいつでも入れます。特に最近多いのが小中学生

の子供が学校を終わった後に使っているんですね。４時半までで

すけれども、それから、あと２階に乳幼児のキッズルームがあっ

て、お店のIKEAさんから家具を寄附いただきまして、マットもぐ

ちゃぐちゃになっていたので作り替えて配置をして、結構固定し

て来るメンバーもいるみたいだし、あとは月一遍朝市をやって、

大体多いときで100名、少ないと60名、スタッフも入れて。あとは

水曜日にコーヒー１杯50円で飲めるんですけれども、それだけで

はつまらないだろうというので、たこ焼きとか今川焼きを用意し

て、100円にしているとか、そんなので結構来ているので、あとこ

ども食堂は、私、前資格を取ってやったんですけれども、今はこ

ども食堂を月に２回定例的にやってくれる団体とその他に春休み

や夏休みに3～5日間行ってくれる団体がいます。だから特に使え

ないわけではない。 

 あと広報に前はたま・みらの行事を全部一定の枠で載せられた

んですけれども、今度からは載せられなくなっちゃったので、そ

れで広報に載ってないからというイメージがあるのかもしれない

ですけれども、自由に使えますから、いつでも来てください。 

Ｃ委員  ありがとうございます。 

 キッズフロアとか、私も昔お世話になっていたのですけれど

も、何かまちねっととかにもあまり出てないし、広報があまり、

近くに住んでいても分からないので、そういう広報があると   

うれしいなと思います。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 すみません、Ｅ委員、詳細、ありがとうございます。 

 私もその地域を担当していたときは同じくらいの情報量を持っ

ていたんですけれども、最近の状況も教えていただいてありがと

うございます。Ｃ委員からもお話をされたように我々もまちねっ
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とを含めた形で周知しますので、よろしくお願いします。 

Ｃ委員  あと最後に一言だけ。はごろも包括さんのビジネスケアラー世

代の取組とか、あとかみすなさんの現役世代の終活講座とか、私

は地域包括支援システムの中で高齢者の人が地域で過ごすために

は大事なのは、現役世代というか、息子世代、孫世代がどれだけ

協力してもらえるかだと思うんです。大体在宅に帰りたいと本人

が思っても、子供が反対してぽしゃることが多いので、そういう

人たちにどういうふうに周知するかということはいつも課題で、

ただ、やはり医療、福祉のイベントとやるとみんな構えちゃって

来ないというのがあるので、何か楽しいイベントとくっつけてや

りたいというのが私もあって、私は個人的にプロスポーツクラブ

を発信源にして、そういう意識とか、考えようというのをやって

きて、去年、ＦＣ東京の試合でも１個やってみたんですけれど

も、意外にサポーターの人がサッカーを見に来ているだけなんだ

けれども、それをきっかけに親の介護を考えたり、サポーター仲

間でもどういう人たちか知らなかったけれども、介護の話をした

ら、意外にみんな悩みがあったとか、だからそういうのを今年は

立川ダイスさんでやりたいなと思っているので、また計画ができ

たらご相談したいと思います。 

 ありがとうございました。 

会長  ありがとうございます。 

 Ｆ委員、お願いいたします。 

Ｆ委員  一つは、このまちねっというやつは作るのはすごく大変だと思

うんですね。これはどこで配布されているのか分からない。ここ

にいる人はみんな分かっているんだと思うけれども、立川市民の

人は多分分からないのではないかと思うんですね。市役所の広報

か何かの新聞で、どこに行けば見られるとか、そういうことをや

ってもらうとありがたいなと思うんです。 

 それと14ページの相談につながりにくい人と書いてあるんだけ

れども、これを見ていると大体相談されている人のことについて

書いてある。相談に来ない人の対応はどうなっているのかなとい

う感じがしたんですけれども、以上です。 

会長  ありがとうございます。まちねっとについては原則全戸配布、

皆さんの郵便受けに入っています。だからそれは目立たずにとい

うことになります。 
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 ではもう一つ、どなたかご回答をお願いします。 

ふじみ地域包

括支援センタ

ー 

 15ページ、相談につながりにくいということよりは、つながら

ない人へのというご質問だったのかなと思います。これにつきま

しても今ちょうどまちねっとで全戸配布ということがありまし

た。まちねっとの中に各地域包括支援センターの掲載する記事

を、地域福祉コーディネーターと一緒に作っています。全戸配布

する中でつながらない人たちにも目の届くような工夫は引き続き

していきたいと思っております。 

 以上です。 

会長  ありがとうございます。 

 Ｅ委員、お願いします。何かありますか。さっきので十分です

か。 

Ｅ委員  私も15年前に介護予防の体操の責任者で発足したんです。それ

が今、国の事業の介護の要支援２になりまして２日間通っている

んですけれども、やはり90代の人が来ていると、自分も90代にな

ってそんなふうになりたいなという目標が出てくるので、スクワ

ットも20回は何とか手すりにつかまらないでできるんだけれど

も、あまり頑張り過ぎると翌日腰が痛くなるので、15でやめてい

るので、あとエアロバイクも、あれも25カロリー出るとキャンデ

ィがカフェオレに変わるので、そういうのも目標にして、何とか

今95カロリーまで上げて、逆に言えばみんなの時間を取ってはま

ずいので、３分に落として何とか20を超えるように頑張っている

最中で、あと朝どうしても４時ごろ目が覚めちゃうので、５時か

らやるテレビの脳トレのゲームをそこに持っていって、看護師さ

んに渡して、あと来ている人に脳トレの答えを調べてもらう、そ

んなのをせっかく早く目が覚めちゃうので、その代わり夜は６時

半になると寝ちゃうんですよね。だからそういうのをやっていま

す。 

 以上です。 

会長  ありがとうございます。 

 Ａ委員お願いします。 

Ａ委員  いろいろとお話を聞かせていただいてありがとうございます。 

 先ほどたかまつのほうでもゼロ円マーケットに299名が参加した

ということで、大勢の方が参加したなと思いますし、いろんな方

がおうちのほうになかなか出てこない方がいたりすると思うんで
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すけれども、こういう地域アンテナショップであったり、催し物

の開催会場であったり、顔を合わせることが大事なのではないか

と思いますし、やはり対話をすることが大事ではないのかと思い

ます。そこにいかに人が集まってもらえるかという意味では来て

くれる人にしっかりお話をさせてもらいながら、お友達をぜひ連

れてきてねという声がけをしながらやっていくことによって、一

人、二人と増えていき、そして顔が見える地域になっていくのか

なと思います。そういう意味では皆様といろんな形で努力するこ

とを今日来て改めて分かりました。私もぜひ頑張っていきたいと

思います。 

 以上です。 

会長  ありがとうございます。 

 Ｄ委員、お願いします。 

Ｄ委員  様々取り組んでいるのでというのが分かりましたけれども、私

は歯科ですので、歯科の、ここにゼロ次予防というワードが結構

入っているのですけれども、ゼロ次予防にはならないと思うんで

すけれども、自分の分野でも今虫歯とか歯周病とか、そういう治

療だけでなく、そういう治療が一通り終わると、それこそ現状を

維持していこうということで定期的に、それこそ３か月に１回、

半年に１回来て、なるべく治療の必要があれば早期発見で治療す

る。あるいはなければないで、とにかく現状を維持するというよ

うな予防のほうに歯科もシフトしていっているというのが現状が

あると思います。 

 ここ二、三年前からちょっと市民向けのお話をする機会がある

のですけれども、そこではフレイル予防ではないですけれども、

オーラルフレイルですね。口腔機能の低下が最終的には心身の機

能低下にもつながっていくんだというようなお話、それに対する

予防策、口の中の体操、リハビリではないですけれども、そうい

うお話をさせていただく機会があるんですけれども、やはりそれ

と口腔機能が低下していくと、口腔機能の低下というのは例えば

欠損数が多くなるとか、あるいはむせがあるとか、あと口の中が

乾くとか、そういうことが幾つか項目があるんですけれども、そ

ういうのがあるとどうしても炭水化物の摂取量が多くなるという

データがあって、タンパク質の摂取量が非常に少ない、要するに

バランスの悪い食事になっていく。口の中の機能低下だけではな
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いと思います。様々な環境が孤立しているとか、そういうのもあ

るかとは思いますけれども、我々の分野ではそういうことが言え

ますので、またそういう機会を設けていただけたら、いつでもお

話もしに行きますので、そうやって協力していければというふう

に思っております。 

 以上です。 

会長  Ｄ委員、ありがとうございました。 

 続いて、Ｂ委員、お願いいたします。 

Ｂ委員  時間がないのだろうと思うので簡単に、Ｃ委員とＦ委員がおっ

しゃった家族支援、この報告には８０５０の、僕はまさに５０ど

っぷり世代ですけれども、５０世代は小学校が僕は１学年10クラ

ス以上ある人口ボリュームの多い世代なので、それを今後どう、

あと我々ケアマネが直面するのが、５０の方の中で発達障がいと

か精神疾患とか、諸々問題を抱えたご家族の支援に要介護の人は

我々が見ますけれども、そこの家族支援で非常に困惑したり、実

は後悔したりすることが多々あるので、そこは包括さんとうまく

連携したり、もしかしたら保健所とか含めてやっていきたいなと

いうのがあるのと、あと市も含めて、ちょっと次年度の話です

が、圧倒的に立川市に足りてないのは訪問診療に関してどういう

お考えなのかなというところを、我々はケアマネを兼務している

ので、一緒に検討していきたいというところと、最後にもう１

点、防災ではなくて、いわゆる災害発生のときの対応、この間主

任ケアマネ、我々でＢＣＰ訓練をやったんですけれども、あれは

やればやるほど絶望的になって頭を抱えちゃうんですよね。本当

に災害が起きたときですね。そういったことも含めて包括さんみ

んなと関わっていきたい。 

 主任ケアマネの連絡会で、包括さんたちと我々主任が連絡会等

の接点が実はないんですね。要するに問題を幾ら課題として考え

ても、皆さん方と共有する機会が実際には、こういう場は皆さん

いるので、要するに連絡会と包括という、対面してこういう議題

について議論する場って一つもないので、今、連絡会会長とも、

そろそろ包括さん全体と我々連絡会で立川市が抱えているこうい

った課題について討議する場を定期的に開催するような形で働き

かけようかななんていう話もしていますので、その辺は今後包括

の皆さんもご協力いただけたらなと思っているところです。 
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 以上です。 

会長  ありがとうございます。 

 では、改めまして、副会長、お願いします。 

副会長  お時間がないので、先ほどご報告を聞いた、地域共生社会形成

ということで、皆さんのお力で日々頑張っていらっしゃるなと思

います。今後も頑張っていただければと思います。 

会長  ありがとうございました。 

 今年度の振り返りを見て、よく精力的に活動していただいたと

いうのを確認できまして、ありがとうございました。 

 よかった点、それから反省点を含めてされているようですの

で、来年の実施計画策定につながると思いますので期待したいと

思います。ありがとうございました。 

 それでは、次第の次へ進みたいと思います。 

 ４の（２）事業実施方針（案）について、お願いします。 

事務局  資料の５をご用意ください。 

 自治体が地域包括支援センター運営事業を各社会福祉法人等に

委託をするときに実施方針として提示するように介護保険法の中

に決められておりますので、毎年行っているものでございます。 

 令和８年度はご承知のとおり、第９期高齢介護福祉計画の最終

年となりますので、前年度令和７年度との大きな変更はございま

せん。新たに加えたものとしまして、１番の⑤「認知症になって

も何かを諦めなくてもよいたちかわし」を目指すのところですけ

れども、こちらのキーワードは報告のとおり、地域ケア推進会議

の中で認知症に関することを取り上げましたときに出てきたキー

ワードになりますが、こちらに括弧つけで（新しい認知症観の普

及啓発）というものを足しております。 

 それから、⑥防災への備え、フェーズフリー防災の普及啓発も

足しております。こちらに関しましては令和７年度、地域福祉市

民フォーラムで取り上げましたフェーズフリーの考え方について

まだまだ市民への周知が進んでいないと考えましたので、この２

件について加えております。 

 それから、２ページ目の10番のところ、こちらに関しては立川

市独自ルールの確認とされておりますが、先ほどの報告のとお

り、②、こちらの協議会にセンター長が出席するルール、今まで

は原則センター長の出席というふうになっておりましたが、セン
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ター業務を優先してよいという書き方に変えてございます。 

 ３ページ以降は福祉相談センターの実施方針（案）となってお

りまして、１番のところは包括支援センターと同じもの、９番の

ところの②に、地域包括支援センター運営協議会に可能な限り出

席するという文言を加えたものになってございます。 

 実施方針（案）につきましては、本日協議会の中でご承認いた

だきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 説明は以上でございます。 

会長  ありがとうございます。 

 委員の皆様いかがでしょうか。何か気になるところはあります

か。 

 気になるところがなければ、実施方針を承認することになりま

すが。よくまとまっていますよね。 

Ｂ委員  その前にＡｙａｍｕだけ変えたらというのがありますし。 

５番のＡｙａｍｕのところで、Ａｙａｍｕでいいのかと。 

事務局  そこにつきましては、Ａｙａｍｕの利活用の活性化の中にＭＣ

Ｓの活用についても検討していくことで進めていきたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

会長  ＩＴの活用ですね。ありがとうございました。 

 では、そこの部分だけはまた工夫していただくという条件つき

で承認することでご異議ございませんか。 

 では、協議会として承認いたしますので、対応していただけれ

ばと思います。ありがとうございました。 

 それでは、（３）職員配置についてでございます。 

 ご説明をお願いいたします。 

事務局  資料６をご用意ください。 

 令和８年１月付で地域包括支援センターの職員の異動がありま

したので、報告させていただきます。 

 まず、資料６の裏面をお願いします。 

 さいわい地域包括支援センター、８番の介護支援専門員が入職

されましたのでご報告いたします。なお、地域福祉の経験年数で

すけれども、５年と表記されておりますが、正しくは20年という

ことですので、申し訳ないのですが、各自で訂正をお願いいたし

ます。 
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 それから、かみすな包括支援センターの看護師の方が入職しま

したが、法人内の異動がありまして12月末をもって他部署に異動

しておりますので、１名減ということでご報告させていただきま

す。 

 説明は以上でございます。 

会長  何か皆さんからご意見はございますか。 

 よろしいですか。 

かみすな地域

包括支援セン

ター 

 かみすな包括支援センターです。 

 こういったことではいつもご心配をおかけして本当に申し訳あ

りません。現時点で３月に看護師１名の入職が決まっているの

と、４月に介護支援専門員の入職が決まっておりますので、すみ

ませんが、３月には充足される予定でおります。 

会長  ありがとうございます。実行していただきますようによろしく

お願いいたします。ありがとうございました。 

 では、４の（４）運営状況と課題分析について、ご説明をお願

いいたします。 

事務局  続きまして、資料の７になります。こちらの注目すべき点は１

点だけ報告させていただきますと、資料７の１ページ目、総合相

談件数のところの住まいをご覧ください。令和７年10月、地域包

括支援センターが受けた住まいの相談につきましては59件という

ことで記載がされております。 

 ページをめくっていただきまして、16ページ目です。 

 11月の報告ですが、こちらの住まいというところを見ていただ

きますと41件の相談がありました。このところの総合相談を見て

みますと、家賃の滞納で住まいを失う方ですとか、アパートの更

新契約のときに身元保証人が見つけられない方ですとか、施設に

入っていたけれども、在宅に戻りたいという方等、住まいに関す

る相談が非常に増えてきているというような印象を受けておりま

す。 

 立川市では居住支援協議会で住まいサポートに関する相談コー

ナーを設けておりまして、毎週１回やっているのですけれども、

かなり相談件数が上がってきていると聞いておりますので、今後

住まいに関する相談について注視していく必要があると感じてい

る次第です。 

 報告は以上になります。 
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会長  皆さんから何かご指摘はありますでしょうか。 

 よろしいですか。 

 またかと思われるかもしれませんが、28ページ、ふじみ包括、

これでは困るんですね。以上です。 

 そのほかよろしいですか。 

 では、本日は委託先の追加の審議はございません。 

 その他に移ります。 

 その他、お願いします。 

事務局  事務局です。 

 次回の案内ですが、次回は議会の関係で３月25日水曜日の２時

から４時、101会議室での開催となりますので、日程等お間違いの

ないようにお願いいたします。 

 なお、本日、センターの令和７年度の報告、高齢政策課の実施

方針案についてご承認いただきましたので、３月の協議会ではそ

の２つを基にセンターが令和８年度の実施計画（案）を出してま

いりますので、そちらの検討をお願いしたいと考えております。 

 事務局からは以上でございます。 

会長  ありがとうございます。 

 全体を通して何かございますか。 

 委員の皆さん、副会長さん、よろしいですか。 

 では、本日の審議は以上でございます。 

副会長  では、令和７年度第５回地域包括支援センター運営協議会を終

わります。どうもお疲れさまでした。 
 


